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旭日大教会 5月連絡報

▼
教
養
掛

　

4
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

4
月
27
日
よ
り

　
　

田　

中　

雄　

治
先
生　
　
　

坂　

本　
　

伸　

先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す

　

5
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

5
月
27
日
よ
り

　
　

庄　

司　

雅　

則
先
生　
　
　

松　

田　

信　

次
先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す

▼
教
人
資
格
講
習

　
〔
菊　

都
〕
益
田　
　

武
志
（
前
期
）

▼
教
会
事
情

　
　

立
教
百
八
十
五
年
四
月
二
十
六
日
お
許
し

　

任
命
願

　
　

旭
津
分
教
会　
　

岩
﨑
貴
史

　
　
　

就
任
奉
告
祭　

立
教
一
八
五
年
七
月
十
八
日

▼
訃
報

　

紀
本
分
教
会
六
代
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

嶺
子
先
生
に
は

　

4
月
26
日
に
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

享
年
87
歳

　

告
別
式
は
、
4
月
27
日
に
天
理
教
氷
上
分
教
会
に
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
つ
し
ん
で
生
前
の
ご
遺
徳
を
お
忍
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
所
轄
庁
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

所
轄
庁
提
出
書
類
の
提
出
は
期
限
内
に
提
出
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
提
出
延
期
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
決
算
書
の
日
付
は
、
４
月
中
で
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
責
任
役
員
の
皆
様
に
も
集
り
に
く
い
状
況

で
す
が
、
郵
送
等
を
使
っ
て
対
処
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
5
月
次

祭
も
26
名
の
方
に
昇
殿
参
拝
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
が
、
感
染
対
策
を
さ
れ
て
ま
す
の
で
参
拝

者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

昇
殿
参
拝
数　
　

26
名

集
合
時
間　
　
　

大
教
会
8
時

昇
殿
場
所　
　
　

西
礼
拝
場

服
装　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
（
正
装
）・
必
ず
マ
ス
ク
着
用

※
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

20
日
ま
で
に
大
教
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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旭日大教会 5月連絡報

▼
委
員
部
長
女
鳴
物
勉
強
会
ご
案
内

　

日　

時
：
6
月
26
日(

日)　

午
後
1
時
受
付　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

1
時
15
分
開
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

3
時
30
分
閉
講

　

場　

所
：
旭
日
大
教
会

　

内　

容
：
支
部
長
挨
拶　

女
鳴
物
琴
の
練
習

　

持
ち
物
：
琴
の
爪

　

申
込
締
切
：
6
月
15
日　

事
務
所
ま
た
は
鳴
物
係
ま
で

※
対
象
の
方
に
、
別
途
書
面
に
て
連
絡
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

　

ま
す
。

▼
第
49
回
委
員
部
長
講
習
会
開
催
ご
報
告

　

去
る
4
月
24
日(

日)

、
第
49
回
委
員
部
長
講
習
会
を
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
54
名
の
委
員
部
長
が
参
加
し
、「
教

え
を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
教
理
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▼
「
こ
か
ん
様
に
続
く
会
」
開
催
ご
報
告

　

去
る
5
月
1
日(

日)

、
旭
日
女
子
青
年
「
こ
か
ん
様
に

続
く
会
」
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
8
名
の
女
子
青
年

が
参
加
し
、
十
全
の
守
護
に
つ
い
て
の
学
び
、
御
本
部
廻
廊

ふ
き
ひ
の
き
し
ん
な
ど
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
声
掛
け

頂
き
ま
し
た
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
旭
日
鼓
笛
バ
ン
ド
隊
員
募
集
に
つ
い
て

　

少
年
会
旭
日
団
鼓
笛
バ
ン
ド
で
は
、
鼓
笛
隊
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
教
会
に
つ
な
が
る
少
年
会
員
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

【
活
動
予
定
】

　

5
月
練
習
予
定

　
　

8
日
（
日
）
9
時
～
16
時

　
　

22
日
（
日
）
9
時
～
16
時

▼
青
年
会
旭
日
分
会
ひ
の
き
し
ん
隊
入
隊
報
告

　

旭
日
分
会
は
4
月
2
日
、
16
日
、
22
日
、
23
日
と
青
年
会

お
や
さ
と
ふ
し
ん
ひ
の
き
し
ん
隊
に
、
延
べ
6
名
入
隊(

内

3
名
初
入
隊)

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
一
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
な
の
で
社
会
人
や
学
生

の
方
で
も
参
加
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
代
に
合
う
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
、
青
年
会
層
の
丹

精
に
活
用
し
て
頂
け
る
よ
う
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
致
し
ま
す
。
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五  

月  

月  

次  

祭  

役  

割  

表

※
月
次
祭
は
9
時
30
分
よ
り
執
行
さ
れ
ま
す

－ 3－

祭

主

大

教

会

長

扈

者

田

中

正

良

山

﨑

信

宜

賛

者

関

真

次

田

中

雄

治

指

図

方

池

田

満

八

足

関

真

次

松

浦

道

隆

田

中

雄

治

藤

井

義

雄

庄

司

雅

則

村

井

和

正

楽

人

◎
森

下

豊

藤

井

義

雄

◎
西

岡

道

治

井

原

孝

仁

(鉦)

（
黄
鐘
調
）

松

田

実

奥

田

雅

則

◎
西

岡

優

岩

﨑

貴

史

(太)

(鞨)

岩

﨑

満
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座

勤

前

半

後

半

松

田

清

重

庄

司

雅

一

木

下

裕

司

地

方

坂

本

伸

木

村

宇

平

奧

村

孝

文

大

教

会

長

村

井

良

昭

岡

本

孝

雄

𠮷𠮷

田

一

郎

森

下

豊

岩

﨑

真

一

て
を
ど
り

岩

﨑

芳

和

美

田

朋

英

松

浦

道

隆

会

長

夫

人

岩

﨑

初

代

木

村

昌

子

松

田

鈴

子

辻

左
知
子

藤

井

綾

子

山

﨑

弘

美

山

村

美

恵

奥

村

は
る
恵

笛

松

田

勝

辻

真

庄

司

雅

則

チ
ャ
ン
ポ
ン

辻

茂

山

本

弘

幸

俣

野

明

治

拍

子

木

久

保

善

宣

生

駒

昌

司

村

井

道

弘

太

鼓

南

本

晃

成

村

井

和

正

西

岡

道

治

す

り

鉦

藤

井

義

一

栁

瀬

堅
一
朗

山

村

法

生

小

鼓

庄

司

道

治

藤

井

義

雄

松

田

実

琴

庄

司

典

子

吉

田

せ

つ

加

美

和

子

三

味

線

南

本

サ
ツ
ヱ

関

薫

保

田

テ

ル

胡

弓

松

田

和

代

坂

本

み
さ
子

谷

口

茂

美

神

殿

講

話

学
生
層
育
成
者
講
習
会

勝
村
宏
樹
先
生

御

供

受

付

山

村

惠

一

𠮷𠮷

田

雅

彦

木

村

直

明

三
曲
後
片
付

辻

左
知
子

松

田

和

代

生

駒

恵
美
子

霊
祭
当
番

村

井

良

昭

坂

本

伸

岡

本

孝

雄

藤

井

義

雄
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▼
「
学
生
層
育
成
者
講
習
会
」
に
つ
い
て

 　

大
教
会
月
次
祭
の
祭
典
講
話
に
代
え
、
学
生
層
育
成
者
講

習
会
を
左
記
の
通
り
に
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時
：
5
月
24 
日
（
火
）
月
次
祭
祭
典
終
了
後

　

場　

所
：
旭
日
大
教
会
神
殿

　

講　

師
：
天
理
教
学
生
担
当
委
員
会
委
員

 　
　
　
　
　
　
　
　

勝　

村　

宏　

樹　

先
生

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
濃
大
教
会
長
） 

▼
「
学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部
」
に
つ
い
て

　

8
月
8
日
か
ら
12
日
ま
で
の
期
間
で
、「
学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

募
集
要
項
を
同
封
致
し
ま
す
の
で
、
先
生
方
に
は
、
教
会

に
つ
な
が
る
対
象
の
学
生
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
願
書
は
大
教
会
事
務
所
に
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
「
新
入
生
歓
迎
会
」
に
つ
い
て

　

 

旭
日
学
生
会
で
は
、
5
月
22
日
に
「
新
入
生
歓
迎
会
」
を

左
記
の
通
り
、
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
学
生
同
士
で
声
を

か
け
合
っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
希
望
の
学
生
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
学
生
担
当
委
員
会　

南
本
晃
成
（
鷲
尾
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日　

時
：
5
月
22
日
（
日
）
12
時
30
分
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

16
時
30
分
解
散

　

内　

容
：
親
睦
、
ス
イ
ー
ツ
作
り
等

　

対　

象
：
高
校
生
・
大
学
生
・
専
門
学
校
生
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1
日

5
日

9
日

15
日

22
日

24
日

26
日

こ
か
ん
様
に
続
く
会

教
祖
祭

女
鳴
物
講
師
研
修
会

霊
祭

責
任
役
員
会

部
長
会

直
轄
会

学
生
会
新
入
生
歓
迎
会

月
次
祭

学
生
層
育
成
者
講
習
会

役
員
会

法
律
相
談

大
教
会
4
月
の
動
き

大
教
会
5
月
の
予
定

教
祖
祭

乙
木
塚
慰
霊
祭

女
鳴
物
講
師
研
修
会

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

直
轄
婦
人

　
　
　

ひ
の
き
し
ん

直
属
婦
人

　
　
　
ひ
の
き
し
ん

月
次
祭

教
養
係
研
修
会

役
員
会

委
員
部
長
講
習
会

法
律
相
談

全
教
一
斉

　

ひ
の
き
し
ん
デ
ー

5
日

9
日

15
日

21
日

23
日

24
日

26
日

29
日

 　

法
律
相
談

　
　

日　

時　

毎
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
ま
で
（
1
件
30
分
）

　
　

場　

所　

旭
日
大
教
会
に
て

　
　

相
談
料　

初
回
相
談
料
無
料

　
　

弁
護
士　

藤
井
茂
久
（
吉
日
分
教
会
よ
ふ
ぼ
く
）

　

※
大
教
会
事
務
所
（
庄
司
道
治
）
ま
で
ご
予
約
を

　
　

お
願
い
し
ま
す
。



毎
月

日

期
日
厳
守

毎
月

日

期
日
厳
守

毎
月

日

期
日
厳
守

24

22

22

●
添
書

●
添
書

●
添
書

●
住
民
票
ま
た
は

受
講
資
格
＝
教
人
か
教
人

免
許
証
等
の
写
し

登
録
手
続
き
者

毎
月

日

時

毎
月

日

時

毎
月

日

時

27

14

27

8

27

11

月
は
正
月

日

月

日
か
ら
は
無
し

月

日
か
ら
は
無
し

1

5

7

27

7

27

―
事
前
研
修
会
―

月

日
か
ら
は
無
し

月

日
か
ら
は
無
し

12

27

12

27

日
～
月
末

●
本
人
認
印
持
参

●
本
人
認
印
持
参

27

●
全
員
参
加
厳
守

月
は
正
月

日
～

日

1

5

8

初
席
は
必
ず
運
び
済
み

日
～
各
期

日
間
の

日
～

日
間

27

5

27

21

事
前
研
修
は
必
ず
参
加

日
間

翌
日
に
検
定
試
験

15

身
上
者
・
付
添
者
・
夫
婦
者
・
子
供
連
れ
・
自
宅
通
学
の
方
は
出
願
時
に
必
ず

申
し
出
下
さ
い
。
特
に
身
上
他
要
注
意
の
場
合
、
教
養
掛
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

出 願 心 得 旭日

修

養

科

教
人
資
格
講
習
会

教
会
長
資
格
検
定
講
習

集 合 日 時注 添 書 〆 切



立教１８５年
学生生徒修養会 高校の部

人類のふるさとぢばに、全国から多くの友が帰り集い、合宿生活を通して絆を深め、レクチャーや行事の

中で陽気ぐらしの御教えを学ぶ機会です。あなたの人生にとって、かけがえのない思い出になるでしょう。

募 集 要 項
▽期 間 ・・・ 令和4年8月８日（月）～ 8月1２日（金）

▽受講対象 ・・・ 高等学校に在学し、全期間受講できる者。

（親里管内については天理高校第Ⅰ部の自宅通学生に限り受講可能です）

▽募集人員 ・・・ 700名（男子350名、女子350名）

▽内 容 ・・・ レクチャー、ひのきしん、おてふり、レクリエーションなど

▽集 合 ・・・ 8月８日 正午（昼食は済ませてからご集合ください）

詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合してください。

▽解 散 ・・・ 8月1２日 午前１０時３０分（予定）

▽受講御供 ・・・ 10.000円 詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

▽主な感染症対策 ・3密（密閉、密集、密接）を避ける工夫 ・「手洗い、うがい」の徹底

・「アルコール消毒液」の設置 ・部屋の「換気」の徹底

・「ソーシャルディスタンス」の十分な確保 ・各所の「消毒作業」実施

・「検温」（朝夕の2回）の実施 ・「食事、入浴」等の感染対策の工夫

・受講2週間前からの検温記録提出

※詳細につきましては、受講願書提出後に資料を郵送しますので、ご確認ください。

申 し 込 み
▽申込方法 ・・・ 以下の書類を調え、直属教会長の署名・捺印をいただいた後、学生担当委員会

事務局に申し込んでください。

・受講願書1通

・返信用封筒1枚（保護者氏名、住所、郵便番号を記入し、84円切手を貼付してください）

▽申込期間 ・・・ 令和４年5月25日～7月25日

（事務処理の関係上、願書はなるべく7月18日までに提出してください）

※受講にあたっての詳細及び必要事項は、書面にて7月10日以降、随時保護者宛てに郵送いたします。

Happistでも願書のダウンロード、必要事項の確認ができます。 https://happist.net

※受講願書は学生担当委員会事務局、直属学生担当委員会、各教務支庁にあります。

※本人の意志を確認の上、お申し込みください。

※期間中の映像や写真は、印刷物及びインターネットを通じた広報に使用することがありますので

ご了承ください。

問い合わせ先
天理市守目堂町213-4 おやさとやかた真南棟3階 学生担当委員会事務局

《郵便》〒632-8790 天理郵便局私書箱1号 高校の部

《電話》0743-63-2489（学生担当委員会事務局）/FAX 0743-62-5780 紹介ページ

主催・・・天理教教会本部 事務局・・・天理教学生担当委員会
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新型コロナウイルス等の感染予防対策について

○以下に当てはまる場合は、受講をご遠慮ください。万全を期す上からの対応である点をあらかじ

めご理解頂き、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

・発熱のある方（目安：一般的に 37.5℃以上が発熱とされています）
※解熱剤で熱を下げての受講は固くお断り致します

・喉の痛みがある方

・咳が出ている方

・だるさ（倦怠感）や脱力感がある方

・息苦しさ（呼吸困難）や息切れがある方

・吐き気、嘔吐、下痢、味覚と嗅覚の変化といった症状がある方

・新型コロナウイルス感染者との濃厚接触者となり、その外出自粛期間内にある方

・当日、受付での「検温」で発熱が認められた場合は、感染症の疑いを十分に考慮し、受講をお控

えいただきます

○開催にあたり、以下の「感染予防対策」を講じます。

（期間前）

・参加 2週間前からの検温の実施と、検温記録の提出をしていただきます
※平熱を把握する材料でもありますので、必ず検温の実施をお願いします

（期間中）

・3密（密閉、密集、密接）を避ける工夫
・「手洗い、うがい」の励行

・「アルコール消毒液」の設置

・部屋の「換気」の実施

・「マスク」着用の義務（食事、入浴時以外）

・ソーシャルディスタンスの確保（受付、朝夕おつとめ、講話、レクチャー、食事、入浴など）

・「食事」の時は間隔を開けて座り、会話を控える（黙食の徹底）

・「食事」、「入浴」における時間差の設定

・「検温」の実施（毎日、朝夕の 2回）
・「消毒作業」の実施（ドアノブや手すり、エレベーターや洗面所、トイレ等々）

・就寝時は相部屋（2～3名）での宿泊。宿泊部屋は 1人あたり、畳 5枚以上のスペースを確保
・期間中に、発熱、息苦しさや倦怠感、咳や咽頭痛などの症状が出た場合は、常駐している看護師

の判断の下、詰所（あるいは自宅）にて静養していただき、その後のご受講は辞退をお願いしま

す。その際、迎えや通院などの世話取りは各直属にご協力お願い致します

不明な点、質問などあれば、学生担当委員会事務局（Tel : 0743 - 63 - 2489）までご連絡ください。


